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原資合計免除額合計免 除 額
預金利
息合計

預金利息
貸付利
息合計

貸付利息
社協原資

（西大寺分）
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図表��【小口資金貸付金原資の推移】

　　　　この原資は、岡山市から岡山市社会福祉協議会に対して預託されているもの

であり、この預託金額は、昭和��年度から昭和��年度までの間に急増しており、

昭和��年度以降は、預託金は�����万円にも上っている。

　　�　原資の急増の経緯

　　　　昭和��年度以降は、岡山市から岡山市社会福祉協議会への原資の預託は行わ

（円）
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れていない。

　　　　図表��－�によると、小口資金貸付金の通常貸付は、昭和��年度から急増し

ており、例えば、昭和��年度についてみると、貸付金額では前年比で���パーセ

ント増となっている。

　　　　これは、この年度から民生委員の意見書が不要という取扱がなされるように

なったためである。

　　　　また、この昭和��年度から特別貸付の制度も開始されている。

　　

　�　累積未償還の金額と督促状況

　　�　未償還金の金額

　　　　平成��年度末の未償還金の合計は、前述の図表��－�、図表��－�のとおり

である。

　　　　これらによると、平成��年度末の未償還金の合計は、通常貸付と特別貸付を

併せて、�,���万�,���円となっており、通常貸付においては、昭和��年度貸付分

から未償還金が残っていること等が分かる。

　　�　償還率

　　　　通常貸付の償還率は、平成��年度以降は��パーセントを切っており、平成��

年度の調定分においては、��.�パーセントにまで低下している。

　　�　償還に向けての方策

　　　　このため、岡山市社会福祉協議会は、償還の実績を上げるため、次のような

措置を採っている。

　　　ア　毎年度中�回の督促を行う（平成��年度は�,���件、平成��年度は�,���件の

文書督促を実施した。）。

　　　イ　償還の約束をしたにもかかわらず、滞納している場合は、督促状の文面を

変えて発送する。

　　　ウ　償還状況の悪い者については、電話による督促、現地訪問による督促を行

う。

　　�　平成��年度の督促状況

　　　　平成��年度における督促状況は、図表��―�のとおりである。
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平成��年�月実施（平成��年度～平成��年度）

平成��年��月実施（昭和��年度～平成��年度）

平成��年�月実施（昭和��年度～平成��年度）

実質督促をした滞納件数
及び滞納金額

実質督促人数不明返送人数滞納者督促人数
区　分

金　額件数計保証人借受人計保証人借受人計保証人借受人

�,���,���������������������������通常

���,�������������特別

�,���,���������������������������合計

実質督促をした滞納件数
及び滞納金額

実質督促人数不明返送人数滞納者督促人数
区　分

金　額件数計保証人借受人計保証人借受人計保証人借受人

��,���,�����������������������������通常

�,���,��������������������特別
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実質督促をした滞納件数
及び滞納金額

実質督促人数不明返送人数滞納者督促人数
区　分

金　額件数計保証人借受人計保証人借受人計保証人借受人

��,���,������������������������������通常
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��,���,������������������������������合計

図表��―�【小口資金貸付金の督促による償還状況表】

　　　　これによると、督促件数は借受人、保証人がそれぞれほぼ同数で、合計は

�,���人、一方、督促に係る滞納件数は延べ�,���件で、滞納金額は延べ�,���万

���円となっている。　

　　�　平成��年度の償還状況

　　　　平成��年度における償還状況は、図表��－�のとおりである。

　

　　　　これによると、平成��年度末の償還金額の合計は、���万�,���円となっている。

図表��―�【小口資金貸付金の償還状況（平成��年度末現在）】

合　　計特別貸付通常貸付区　　　　分
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（件、円）
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　�　免除

　　�　免除の要件

　　　　償還金の免除は、次の場合に認められており、岡山市小口資金等貸付金審査

会において審査の上、可否が決定されるものである（要綱第��条第�項、第�項）。

　　　　すなわち、借受人及び保証人のいずれについても

　　　ア　死亡

　　　イ　償還期限到来後�年以上行方不明

　　　ウ　その他やむを得ない事情により償還不能となったとき

　　　　に免除が認められるものである。

　　�　支払免除

　　　　平成�年度から小口資金貸付金制度実施要綱及び小口資金等貸付金審査会規

程に基づき、免除を行うようになったものである。

　　　　各年度ごとの免除の件数と金額は、図表��のとおりである。

　

図表��【小口資金等貸付金審査会年度別支払免除額】

支払免除額
支払免
除件数

支払免除内容年度区分

���,����件〇借受人・保証人共に死亡により支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��・��・��・��・��・��年度　計�件）　

平成�年度第�回

�,���,�����件〇借受人死亡・保証人死亡または償還期限到来後�年以上行方不明により支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度～昭和��年度　計��件）

平成��年度第�回

�,���,�����件〇長期滞納者で支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度～昭和��年度　計��件）
〇借受人死亡・保証人死亡または償還期限到来後�年以上行方不明により支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度～昭和��年度　計��件）

平成��年度第�回

�,���,���
（利子�,���）

���件〇長期滞納者で支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度～��年度・平成�年度　計���件）
　　　　（特別貸付昭和��年度　計�件）
〇借受人死亡・保証人死亡または償還期限到来後�年以上行方不明により支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度～��年度　計��件）

平成��年度第�回

�,���,���
（利子�,���）

��件〇長期滞納者で支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度・��年度・��年度　計��件）
　　　　（特別貸付昭和��年度　計�件）
〇借受人死亡・保証人死亡または償還期限到来後�年以上行方不明により支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度・��年度・��年度　計��件）

平成��年度第�回

�,���,���
（利子�,���）

���件〇長期滞納者で支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度　計��件）
　　　　（特別貸付昭和��年度　計�件）
〇借受人死亡・保証人死亡または償還期限到来後�年以上行方不明により支払分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度・��年度　計��件）
　　　　（特別貸付昭和��年度　計�件）　　　　　　　　　　

平成��年度第�回

�,���,���
（利子���）

���件〇長期滞納者で時効完成分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度　計���件）
　　　　（特別貸付昭和��年度　計�件）
〇借受人死亡・保証人死亡または償還期限到来後�年以上行方不明により支払不能分免除
　　　　（通常貸付昭和��年度　計��件）　　　　　

平成��年度第�回

��,���,���
（利子��,���）

���件免除額合計

（円）
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　　�　免除の明細

　　　　また、平成�年度から平成��年度までに免除を行った貸付年度ごとの件数と

免除金額は、図表��のとおりである。

図表��【小口資金等貸付金審査会年度別支払免除額】

　　　　　これによると、平成�年度から平成��年度までの�年間において、合計���

　件、金額にして�,���万�,���円もの免除を行っているものである。

免除金額免除件数年度貸付種別

���,���円�件昭和��年度通　常

��,���円�件昭和��年度通　常

���,���円��件昭和��年度通　常

���,���円��件昭和��年度通　常

�,���,���円��件昭和��年度通　常

�,���,���円��件昭和��年度通　常

�,���,���円��件昭和��年度通　常

�,���,���円���件昭和��年度通　常

�,���,���円���件昭和��年度通　常

���,���円�件昭和��年度通　常

���,���円�件昭和��年度通　常

���,���円�件昭和��年度通　常

���,���円�件昭和��年度通　常

��,���円�件昭和��年度通　常

��,���円�件昭和��年度通　常

���,���円�件昭和��年度通　常

��,���円�件平成�年度通　常

���,���円�件昭和��年度特　別

��,���円�件昭和��年度特　別

���,���円�件昭和��年度特　別

�,���円�件昭和��年度特　別

��,���,���円���件合　　　　　計
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　�　債権管理

　　�　時効消滅した債権額

　　　　小口資金貸付金の消滅時効の期間も、前述の母子寡婦福祉資金貸付金や他の

貸付金と同様、��年間である。

　　　しかし、小口資金貸付金については、平成�年度以前の貸付金が相当数残って

いる。

　　　　すなわち、平成�年度以前の未償還額の合計は、前述の図表��－�及び図表

��－�によると�,���万�,���円にも達しており、未償還額の合計の�,���万�,���

円の��.�パーセントにも上っているものである。

　　　　平成�年度以前の未償還額についても、債務者が分割払いを行っている場合

等は必ずしも消滅時効が完成しているとは限らないが、その大部分が時効の援

用により消滅する可能性があると考えられる。

　　�　債権管理の問題点（指摘事項）

　　　　他の貸付制度と同様、この小口資金貸付制度においても、債権回収の甘さが

目につくものである。

　　　　保証人に対する請求も含めて、より積極的かつ効果的に債権回収に努めるべ

きである。

　　　　主債務者に対する請求は、母子寡婦福祉資金貸付金と同様、履行が困難であ

ると認められる場合が多いと考えられるが、保証人については、主債務者より

も資力がある可能性があると考えられるので、保証人に対して、訴訟手続等を

検討していないのは問題があると考える。

　�　監査の概要と結果

　　�　監査の概要

　　　　福祉援護課及び岡山市社会福祉協議会の担当者から、小口資金貸付金の制度

概要、貸付状況、償還状況等につき説明を受けたほか、小口資金借入申込書綴

り、小口資金貸付台帳を精査した。

　　�　監査の結果

　　　　上記監査の結果、貸付対象者、保証人の存在、貸付額、貸付に伴う書類の整
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理等につき、違法な点は見当たらなかった。

　　�　監査の結果（意見）

　　　　しかし、小口資金貸付金には、次に掲げる問題点がある。

　　　ア　まず、第�は、小口資金貸付金の償還コストである。

　　　　　前述の図表��－�、図表��－�によると、年度中�回（�月、��月、�月）

の督促等による償還額合計は、���万�,���円である。

　　　　　ところで、小口資金貸付金の償還担当の主任は、岡山市社会福祉協議会の

主事であり、この主事からのヒアリングによると同主事の全労働時間の少な

くとも�分の�は小口資金関係業務に充てられるとのことである。また、担

当主任、担当課長もそれぞれ全労働時間の少なくとも�分の�、�分の�は

小口資金関係業務に充てられるとのことである。

　　　　　この�名の平成��年度の人件費を基に、小口資金関係業務のコストを概算

すると、次のとおりとなる。

　　　　　担当課長　 　�,���万�,���円×�／�＝���万�,���円

　　　　　担当主任　　　���万�,���円×�／�＝���万�,���円

　　　　　担当主事　　　���万�,���円×�／�＝���万�,���円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　���万�,���円

　　　　　小口資金関係業務全体のうち、少なくとも��パーセント以上は償還業務で

あるとのことなので、前述の�名の人件費の合計���万�,���円の��パーセン

ト相当額は���万�,���円となり、これが小口資金貸付金の償還コストの概算

と考えられる。

　　　　　加えて、郵便代を割引を考えずに単純に積算すると、��円×�,���件＝��万

�,���円となるものであり、さらに、これに督促状等のコストもかかることになる。

　　　　　ということは、督促等による償還額（���万�,���円）と比べて効率の悪い

償還コストを、岡山市は毎年負担し続けていることになる。

　　　　　今後もこのペースで小口資金貸付金の償還コストを負担し続けると仮定す

ると、効率の悪い執行状況が続いていくという可能性が高いものと判断される。

　　　　　なお、岡山市社会福祉協議会の職員の人件費については、岡山市が原則と

して��分の�を補助しているところ、小口資金貸付業務の担当者の人件費の
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補助については、償還業務に相当の事務量が取られることを考慮して、��分

の�ではなく人件費全額が補助の対象となっている。ということは、全額が

補助の対象となっている担当者の人件費の少なくとも�割相当額は小口資金

関係の業務に要するものと考えることができる。

　　　　　これを試算すると、次のとおりとなる（ただし、人件費全額が補助の対象

となっている主事は、実際に本貸付業務の担当主任となっている主事とは異

なっていた。）。

　　　　　担当課長　 �,���万�,���円×�.�＝���万�,���円

　　　　　担当主任　　���万�,���円×�.�＝���万���円

　　　　　担当者　　　���万�,���円×�.�＝���万�,���円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　���万�,���円

　　　　　そして、この金額の��パーセントが小口資金貸付金の償還コストであると

すると、それは���万�,���円となり、この算出方法によれば償還額���万�,���

円と比較すると効率の悪い償還コストになってしまうことになる。

　　　　　以上のとおり、小口資金貸付金の償還業務のコストには、�通りの算出方

法が考えられるが、いずれにせよ、償還コストは償還額と比較して効率が悪

くなっていたものである。

　　　イ　第�は、小口資金貸付金制度そのものに関する問題点である。

　　　　　すなわち、小口資金は、借受申込者の資金の必要性のみに基づいて貸し付

けられるため、貸付の具体的必要性、償還の可能性、借受申込者や連帯保証

人の資力がさほど厳密に審査されないものである。加えて、貸付目的に合致

した使用が本当になされているかどうかの確認もなされていないものである。

　　　　　また、本制度は、低所得者の緊急の資金の必要性に基づき少額の資金を貸

し付けるというものであるところ、低所得者である以上、いったん滞納とな

った場合は償還の可能性が低く、少額の資金でもあるため、法的手続による

回収が困難であるものと推測される。

　　　　　確かに、小口資金貸付制度は、昭和��年に公益質屋の廃止の代替制度とし

て創設されたものであり、当時は現在ほど小口金融が発達していない時代で

あったので、本制度は緊急融資という点ではそれなりに必要性と合理性があ
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ったものと考えられる。

　　　　　しかし、現在のように金融業界が多様化し、多くの資金調達の方法が存在

する状況においては、岡山市の財政が現在のように逼迫している中、今後も

毎年多額の償還コストをかけて本制度を維持していく必要性は必ずしも十分

ではないと考えられる。現に、貸付件数、貸付金額が減少傾向にあることは

既に述べたとおりである。

　　　　　例えば、岡山県内の他の市では小口資金貸付制度と類似の制度があるのは

倉敷市だけであること、全国的にみても本制度と類似の制度がない地方自治

体も相当数見られること、本制度と類似した制度としては岡山県社会福祉協

議会の生活福祉資金があることなどからすれば、やはり、多額の償還コスト

を今後も使いながら本制度を維持するのは、予算の効率的な執行という観点

からは問題があると考えられるものである。

　　　　　しかし、一方では、本貸付制度の償還率はトータルでは��.�パーセントと

必ずしも低くないことに加え、低所得者の緊急の資金の不足の事態に、生活

保護ではなく、本貸付制度の利用という選択肢があるというメリットがある

ことも事実である。

　　　ウ　よって、利用件数が少ない特別貸付の廃止等、小口資金貸付制度の合理化

を検討するとともに、本貸付制度の実施のためのコストの低減を検討すべき

であると考える。償還コストが多額であることについては既に述べたところ

であるが、この点に関しては、前述の債権管理回収業に関する特別措置法第

�条第�項に基づき、債権回収会社に対し、債権回収業務を委託することも

含めて改善を検討すべきであると考える。

第�　高齢者住宅整備資金貸付金

　�　制度の概要

　　�　根拠

　　　　高齢者住宅整備資金とは、親族である高齢者を扶養し、かつ、同居する者で、

高齢者のための居室等を増改築しようとする者に対し、岡山市が貸し付ける資
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金であり、岡山市高齢者住宅整備資金貸付条例（昭和��年�月��日付け岡山市

条例第��号）に基づく制度である。

　　　　なお、制定当初の条例の名称は、岡山市老人居室整備資金貸付条例であった

が、居室のみならず、便所、風呂の増改築についても貸付対象とする改正を行

ったため、昭和��年�月��日に条例の名称を変更したものである。

　　�　目的

　　　　本制度は、��歳以上の高齢者と同居する世帯に対し、高齢者のための居室等

を増改築するために必要な費用の貸付けを行うことにより、その家族との間の

好ましい家族関係の維持に寄与することを目的としているものである（上記条

例第�条）。

　　�　対象

　　　　本資金の貸付の対象となる者は、岡山市に住所を有し、かつ、次に掲げる要

件に該当する者である（上記条例第�条）。

　　　ア　増改築しようとする住宅を有し、又は当該住宅に居住し高齢者のための居

室等を増改築することにつき正当な権限を有すること。

　　　イ　高齢者のための居室等を真に必要とするが、自力で高齢者のための居室等

の整備を行うことが困難なこと。

　　　ウ　他の方法では、資金の貸付を受けることができないと認められること。

　　　エ　この貸付による元利金の償還が確実であり、かつ、当該元利金の償還につ

いて確実な連帯保証人のあること。

　　�　貸付金の上限

　　　　本件貸付金の上限は、���万�,���円とされている（上記条例施行規則第�条）

　　�　原資

　　　　本制度は、厚生省（当時）が昭和��年�月��日付け社会局長通知により、高

齢者の福祉を増進するための対策として、「老人居室整備資金貸付制度」の名称

で地方自治体に周知したことに基づき、岡山市においても前述の条例の制定に

より実施したものである。

　　　　また、貸付金の原資については、上記昭和��年�月��日付け通知では、年金

積立金還元融資（特別地方債）かそれと地方公共団体の一般財源の併用とされ
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ており、岡山市の高齢者住宅整備資金貸付金の制度は、年金積立金還元融資と

岡山市の一般の財源の併用となっているものである。

　　�　廃止の経緯

　　　　ところで、本貸付事業は、平成�年�月��日をもって廃止された。

　　　　これは、岡山市すこやかリフォーム助成事業が施行された平成�年度から、

本貸付制度の利用者（相談者）が著しく減少したことに加えて、平成�年度か

ら本貸付に代わる岡山市高齢者・障害者住宅整備借入金利子補給金交付事業が

施行されたため、廃止されたものである。

　　　　なお、貸付件数の推移は、図表��のとおりであり、岡山市すこやか住宅リフ

ォーム助成事業が施行された平成�年度以降は、新規貸付件数は�件のみとな

っており、激減していたものである。

図表��【高齢者住宅整備資金貸付年度別貸付件数】

　　�　岡山市すこやか住宅リフォーム助成事業

　　　　なお、岡山市すこやか住宅リフォーム助成事業の概要は、次のとおりである

（ただし、発足当初の内容である。）。

　　　ア　内容

　　　　　寝たきりや身体の障害のために日常生活に介助を要する高齢者及び障害者

が自宅において暮らしやすい生活ができるよう住宅を改造しようとする場合

に、その費用の一部を助成するものである。

件　　数区　　分件　　数区　　分
�件昭和��年度��件昭和��年度
��件昭和��年度��件昭和��年度
��件昭和��年度��件昭和��年度
�件昭和��年度��件昭和��年度
��件平成元年度��件昭和��年度
�件平成�年度��件昭和��年度
�件平成�年度��件昭和��年度
�件平成�年度��件昭和��年度
�件平成�年度��件昭和��年度
�件平成�年度��件昭和��年度
�件平成�年度��件昭和��年度

�件昭和��年度
���件合　　　計
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　　　イ　対象者

　　　　�　��歳以上で、寝たきりや身体の障害等のために、日常生活を営む上で介

助を要する者

　　　　�　身体障害者手帳の交付を受けた者のうち、障害の程度が�級又は�級の

視覚又は肢体に障害のある者で、日常生活を営む上で介助を要する者

　　　ウ　対象工事

　　　　　浴室、洗面所、便所、玄関、廊下、階段、居室、台所の改造で、対象者の

居住に適するように改造することにより、対象者の自立の助長、介助者の負

担軽減が図られる工事で、標準的仕様の工事に限られるものである。

　　　エ　助成額

　　　　　市長が適当と認める額の�分の�（���万円を限度）

　　�　岡山市高齢者・障害者住宅整備借入金利子補給金交付事業

　　　　岡山市高齢者・障害者住宅整備借入金利子補給金交付事業の概要は、次のと

おりである。

　　　ア　内容

　　　　　住宅金融公庫の融資を受けて高齢者・障害者のために住宅の増改築又は改

造を行った場合に、貸付利率と�％との金利差に相当する率で、利子補給を

行うものである。

　　　イ　対象者

　　　　�　岡山市に住所を有し、同居し、かつ、扶養する親族である高齢者（満��

歳以上の者）のための居室等を増改築又は改造する必要があり、そのため

に住宅金融公庫等の融資を受けた者

　　　　�　岡山市に住所を有し、在宅の障害者（身体障害者手帳における「�級～

�級」又は療育手帳「Ａ」）のための居室等を増改築又は改造する必要があ

り、そのために住宅金融公庫等の融資を受けた障害者又は同居の親族

　　　ウ　対象工事

　　　　　居室、浴室、台所、便所、洗面所、廊下、階段、玄関入口等で高齢者又は

障害者が利用する部分
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　　　エ　補給対象

　　　　　住宅金融公庫等から自己の居住する住宅の工事に要する部分の���万�,���

円を超えない金額に係る年間の支払い利子

　　　オ　補給期間

　　　　　��年間

　�　貸付状況

　　　平成�年度から平成��年度までの調定額、収入済額、収入未済額（現年分、滞

納繰越分別）は、図表��のとおりである。

図表��【高齢者住宅整備資金貸付金収入状況】

収入未済額収入済額調定額区　分年度

���,�����,���,�����,���,���現 年 分

平成�年度 ��,���,����,���,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,�����,���,�����,���,���計

���,�����,���,�����,���,���現 年 分

平成�年度 ��,���,����,���,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,�����,���,�����,���,���計

���,�����,���,�����,���,���現 年 分

平成�年度 ��,���,����,���,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,�����,���,�����,���,���計

���,�����,���,�����,���,���現 年 分

平成�年度 ��,���,����,���,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,�����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現 年 分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現 年 分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現 年 分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現 年 分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,������,������,���現 年 分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,������,�����,���,���計

���現 年 分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞 納 繰 越 分

��,���,������,�����,���,���計

（円）
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　　　これによると、平成��年度末における累積未償還金は、�,���万�,���円にも上っ

ている。

　　　平成��年度からは、新たに弁済期日が到来する貸付金はないので、今後、上記

残額をどれだけ回収できるかが課題である。

　�　債権管理状況

　　　滞納者の滞納期間と滞納額（平成��年�月��日現在）等は、図表��のとおりである。

備考滞納金額貸付金額滞納期間貸付年度番号

���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月,昭和��年�月,�月,昭和��年�月,～昭和��年��月,昭和��年�月,�月～�月,�月～��月昭和��年度�

���,������,���昭和��年��月～昭和��年��月昭和��年度�

��,������,���昭和��年�月,�月,��月～昭和��年�月,�月～�月昭和��年度�

県外へ転出 ���,������,���昭和��年�月～��月,昭和��年�月～昭和��年�月,昭和��年�月～�月昭和��年度�

���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月昭和��年度�

���,������,���昭和��年�月,昭和��年�月～昭和��年�月昭和��年度�

本人死亡���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月昭和��年度�

本人死亡�,������,���昭和��年�月昭和��年度�

���,������,���昭和��年�月～��月,昭和��年�月～昭和��年�月,�月～��月昭和��年度�

�,������,���昭和��年�月昭和��年度��

県外へ転出���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月,昭和��年�月～昭和��年��月昭和��年度��

��,������,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月,昭和��年�月昭和��年度��

���,������,���昭和��年��月～昭和��年�月昭和��年度��

���,� �����,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月,��月～昭和��年�月昭和��年度��

昭和��年破産宣告���,������,���昭和��年�月～昭和��年��月昭和��年度��

���,������,���昭和��年�月～昭和��年��月昭和��年度��

県外へ転出�,���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月～昭和��年�月昭和��年度��

��,�� ����,���昭和��年�月～��月,昭和��年�月～昭和��年�月,�月昭和��年度��

���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月昭和��年度��

���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月昭和��年度��

���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月,�月,昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

���,������,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月～��月,��月,昭和��年�月～��月,昭和��年�月～��月,昭和��年�月,�月～�月昭和��年度��

県外へ転出�,���,����,���,���昭和��年�月～昭和��年�月,�月,��月～昭和��年�月,�月～平成�年�月昭和��年度��

県外へ転出� ��,������,���昭和��年�月,��月～昭和��年��月,昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

���,����,���,���昭和��年�月,昭和��年�月,�月,�月,昭和��年�月,�月,�月,�月,�月,��月,��月～昭和��年�月,�月,�月,�月～昭和��年�月,�月～�月,��月～昭和��年�月,平成�年�月昭和��年度��

本人死亡���,����,���,���昭和��年�月～平成�年��月昭和��年度��

県外へ転出�,���,����,���,���昭和��年��月～平成�年��月昭和��年度��

�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

本人死亡�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年��月昭和��年度��

��,����,���,���平成�年��月,平成�年�月,�月昭和��年度��

県外へ転出�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

県外へ転出�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

図表��【高齢者住宅整備資金貸付滞納者状況】
（円）
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　　　これによると、平成�年度以前の債権（平成�年�月��日以前の納期限の債権）

は、�,���万�,���円であり、滞納金額合計�,���万�,���円の��.�パーセントを占めて

いること等が分かる。

　�　監査の概要と結果

　　�　監査の概要

　　　　高齢者福祉課の担当者から、高齢者住宅整備資金貸付金の制度概要、貸付状

況、償還状況等につき、説明を受けたほか、高齢者住宅整備資金借入申込書（老

人居室整備資金借入申込書）及びその添付資料（登記簿謄本、工事に係る設計

図書、家屋の平面図等）、高齢者住宅整備資金貸付契約書（老人居室整備資金貸

付及び借用書）、高齢者住宅整備資金貸付償還台帳（老人居室整備資金貸付償還

備考滞納金額貸付金額滞納期間貸付年度番号

���,����,���,���昭和��年�月,昭和��年�月,昭和��年��月～平成�年�月,平成�月～平成�年�月昭和��年度��

�,���,����,���,���昭和��年��月～昭和��年�月,昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

本人死亡�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

�,���,����,���,���昭和��年��月～昭和��年�月,昭和��年�月,�月～平成�年��月昭和��年度��

���,��� ���,���昭和��年�月,�月,��月,��月,昭和��年�月～�月,�月,��月,昭和��年�月,�月,�月,�月,昭和��年�月～平成�年�月,�月～��月,平成�年�月～平成�年��月,��月昭和��年度��

�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年��月,平成�年�月～平成�年�月昭和��年度��

���,����,���,���昭和��年�月,昭和��年�月,�月,�月～平成�年�月,�月～��月,平成�年�月,�月～�月,�月,�月, ��月,��月,平成�年�月,�月,�月,�月,平成�年�月,�月昭和��年度��

���,������,���平成�年��月～平成�年��月昭和��年度��

本人死亡�,���,����,���,���昭和��年��月～平成�年��月昭和��年度��

���,����,���,���平成�年�月～平成�年��月,平成�年�月昭和��年度��

�,���,����,���,���昭和��年�月,昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

本人死亡���,����,���,���平成�年�月,�月～平成�年�月,平成�年�月～��月,��月,平成�年�月,�月,�月～�月昭和��年度��

本人死亡���,����,���,���
昭和��年�月,�月～昭和��年�月,�月～�月,��月,昭和��年�月～�月,昭和��年�月,�月,�月,�月,�月,平成�年�月～

平成�年��月,平成�年�月～�月,�月～平成�年�月,�月～�月,��月～平成�年�月,��月,平成�年�月,�月昭和��年度��

���,����,���,��� 平成�年�月,�月～�月,��月,平成�年�月～��月,��月～平成�年�月昭和��年度��

�,���,����,���,���昭和��年�月～平成�年�月昭和��年度��

���,����,���,���平成�年�月～平成�年�月,�月,�月,�月,��月,��月,平成�年�月,�月,�月,�月,�月,�月,��月,平成�年�月～平成�年��月昭和��年度��

���,����,���,���平成�年�月～平成�年�月,�月,平成�年�月,平成�年��月昭和��年度��

��,����,���,���平成�年��月,平成�年�月,平成�年�月,�月,�月昭和��年度��

 ���,����,���,���平成�年��月,平成�年�月～�月,�月～��月昭和��年度��

��,����,���,���平成�年��月昭和��年度��

���,������,���平成�年��月～平成�年�月,��月,平成�年�月,��月,平成�年�月,�月,平成�年�月,�月,��月,��月,平成��年�月,�月～平成��年�月昭和��年度��

�,���,����,���,���平成�年�月, �月,��月～平成��年�月昭和��年度��

�,���,����,���,���平成�年�月,��月,平成�年�月,平成�年�月,�月,��月,��月,平成�年�月～平成�年�月,平成�年�月～平成��年�月平成�年度��

��,����,���,���平成�年�月平成�年度��

��,����,���,���平成�年�月平成�年度��

���,����,���,���平成��年�月～平成��年�月,�月～平成��年�月平成�年度��

 ���,����,���,���平成�年��月,平成��年�月～平成��年��月平成�年度��

 ��,���,���合　　　　　　　　　計

（円）
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台帳）等を精査した。

　　�　監査の結果

　　　　監査の結果、貸付対象者の資格と収入、連帯保証人の存在と収入、設計図書

等につき違法な点はなかった。

　　�　滞納状況

　　　　ただし、督促手続が問題である。

　　　　例えば、前述の図表��において、貸付滞納額の大きいものの上位�者は、次

のとおりである。

　　　ア　番　　号　　��

　　　　　滞納金額　　���万�,���円

　　　　　貸付金額　　���万円

　　　　　滞納期間　　平成元年�、�、��月～平成��年�月

　　　イ　貸付番号　　��

　　　　　滞納金額　　���万�,���円

　　　　　貸付金額　　���万円

　　　　　滞納期間　　昭和��年�月～平成�年�月

　　　ウ　貸付番号　　��

　　　　　滞納金額　　���万�,���円

　　　　　貸付金額　　���万円

　　　　　滞納期間　　昭和��年�月～平成�年�月

　　　エ　貸付番号　　��

　　　　　滞納金額　　���万�,���円

　　　　　貸付金額　　���万円

　　　　　滞納期間　　昭和��年�月～平成�年�月

　　　オ　貸付番号　　��

　　　　　滞納金額　　���万�,���円

　　　　　貸付金額　　���万円

　　　　　滞納期間　　昭和��年�月～平成�年�月

　　　　以上のうち、イとウは市外へ転出、エは本人死亡とされているものである。
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　　�　時効消滅（指摘事項）

　　　　本貸付金の消滅時効期間は、他の貸付金債権と同様��年間であり、また、前述

のとおり、本貸付金の滞納額合計�,���万�,���円のうち、平成�年度以前の債権

（平成�年�月��日以前の納期限の債権）額合計は�,���万�,���円であるから、既

に全体の��.�パーセントが時効の援用により消滅する可能性があるものである。

　　�　債権管理の問題点（指摘事項）

　　　　ところで、本貸付制度は、①例えば、小口資金貸付金と異なり貸付金額が概

ね���万円以上と高額であること、②借受人本人には少なくとも建物の資産が

あること、③貸付時に借受人と連帯保証人につき収入のチェックも行っている

ことから、滞納者に対しては、本来ならば、法的手続（訴訟と強制執行手続）

により十分回収が図れる制度である。

　　　　しかし、今回の監査により、本件貸付金については、平成�年�月��日以降、

担当課は、全く督促状を出していないことが判明したものである。しかも、督

促状すら全く出していない現状からすると、当然のことではあるが、担当課は、

これまで滞納者に対して訴訟提訴等の時効中断措置を採っていない。

　　　　なぜ、督促状を発送しなかったかについては、担当者から平成�年度に本制

度が廃止された後、収納、滞納事務処理や徴収について、課としての組織的な

取組みができておらず、結果として督促状が発送できなかったとのことである

が、これが適切な処理でないことは明白である。加えて、担当者によると、平

成��年��月から滞納者の住所及び生存か否かの確認を行っているとのことであ

るが、これは既に時機を逸した処理であるといわざるを得ないものである。

　　　　しかも、前述のとおり、消滅時効期間は��年であるため、上記債権も既に大

半が時効消滅してしまう可能性がある。

　　　　これは、適法に督促状を発送していないことに加え、訴訟提起及び強制執行

手続といった債権回収のための法的手続を採っていないためであり、また、連

帯保証人に対しても同様の法的手続を採っていないことは問題である。

　　�　今後の処理について（意見）

　　　　本貸付金については、①早急に全件につき法的手続を採り、借受人等から消

滅時効が援用されたものについては直ちに不納欠損処理を行い、②時効消滅し
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ていない債権については、債権回収会社への売却も含めて改善を検討し、③本

貸付制度の精算を可能な限り早期に実現すべきである。

　　　　また、本貸付金について機動的に訴訟提起等を可能とするため、前述の「市

長の専決処分事項の指定（昭和��年�月��日議決）」に岡山市「高齢者住宅整備

資金貸付金条例（昭和��年�月��日付け岡山市条例第��号）に基づく債権の償

還に係る訴えの提起及び和解に関すること。」を加える旨の議決を行うべきであ

ると考える。

第�　障害者住宅整備資金貸付金

　�　制度の概要

　　�　根拠

　　　　障害者住宅整備資金貸付金とは、障害者のために居室等を増改築又は改造す

る資金として、岡山市が貸し付ける資金であり、岡山市障害者住宅整備資金貸

付条例（昭和��年�月��日付け岡山市条例第��号）に基づく制度である。

　　　　なお、条例の制定当初の名称は、岡山市在宅重度身体障害者居室等整備資金

貸付条例であったが、対象者を知的障害者にも拡大したため、昭和��年��月�

日に岡山市在宅重度障害者居室等整備資金貸付条例と条例の名称が変更になり、

さらに、重度障害者（身体障害者手帳における�、�級及び療育手帳Ａ）のみ

だった対象者を身体障害者手帳における�～�級に拡大したため、平成元年�

月�日に現在の条例の名称に変更になったものである。

　　�　障害者

　　　　ここでいう障害者とは、次のいずれかに該当する者をいう（上記条例第�条）。

　　　ア　身体障害者手帳の所持者で、その障害の程度が�級から�級までに該当す

る者（身体障害児を含む。）

　　　イ　療育手帳の総合判定「Ａ」に該当する知的障害者（知的障害児も含む。）

　　　ウ　前�項に準ずる重度の障害者（児）であって、市長が特に認めたもの

　　�　目的

　　　　この制度は、在宅の障害者と同居する世帯に対し、市長が定める障害者のた
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めの居室等の施設を増改築又は改造するために必要な費用の貸付を行うことに

より、障害者の日常生活の便宜を図り、その福祉の増進に資することを目的と

している。

　　�　対象

　　　　資金貸付の対象となる者は、次の要件のいずれにも該当する障害者又は障害

者と同居する親族である（上記条例第�条）。

　　　ア　岡山市に住所を有していること

　　　イ　増改築又は改造しようとする住宅を所有し、又は当該住宅に居住する者で、

障害者のための居室等を増改築又は改造することにつき正当な権限を有する者

　　　ウ　障害者のための居室等を真に必要とするが、居室等の整備資金の調達が困

難な者

　　　エ　貸付による元利金の償還が確実であり、かつ、当該元利金の償還について

確実な連帯保証人のある者

　　�　貸付金の限度額

　　　　貸付金の限度額は、���万�,���円である（上記条例施行規則第�条）。

　　�　財源

　　　　岡山市の一般財源である。

　　　　なお、岡山市は、昭和��年度から本貸付事業を実施していたところ、昭和��

年�月��日付け厚生省社会局長・厚生省児童家庭局長通知により、身体障害者・

児等の福祉を増進するための居住環境改善のための「障害者住宅整備資金貸付

制度について」の通知がなされたものである。そして、その通知を受けて検討

したところ、国の制度は補助金等ではなく年金積立金還元融資（特別地方債）

により財源が充当されることと、当時の受付件数が年間�件程度しかなかった

こともあったため、国の制度を利用するまでもなく岡山市の一般財源で対応す

ることとしたものである。

　　�　廃止の経緯

　　　　なお、本件貸付事業は、平成�年度で廃止されているものである。

　　　　その理由は、高齢者住宅整備資金貸付事業の廃止の理由と同様である。



－ ２２０ －

　　　　本件貸付事業の貸付件数の推移は、図表��のとおりで、すこやか住宅リフォ

ーム助成事業が施行された平成�年度以降件数が減少していたものである。

図表��【障害者住宅整備資金貸付数（年度別）】

　�　貸付状況

　　　平成�年度から平成��年度までの本貸付金の調定額、収入済額、収入未済額は、

図表��のとおりである。

図表��【障害者住宅整備資金貸付金収入状況】

貸付件数区　　分貸付件数区　　分貸付件数区　　分

�件平成�年度��件昭和��年度�件昭和��年度

�件平成�年度��件昭和��年度�件昭和��年度

�件平成�年度�件昭和��年度�件昭和��年度

�件平成�年度�件昭和��年度�件昭和��年度

�件平成�年度�件昭和��年度�件昭和��年度

�件平成�年度�件昭和��年度��件昭和��年度

�件昭和��年度��件昭和��年度

�件平成元年度��件昭和��年度

���件合　　計

収入未済額収入済額調　定　額区　　分年　　度

���,����,���,�����,���,���現年分

平成�年度 �,���,������,����,���,���滞納繰越分

�,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成�年度 �,���,������,����,���,���滞納繰越分

�,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成�年度 �,���,������,����,���,���滞納繰越分

�,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成�年度 �,���,�����,����,���,���滞納繰越分

�,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成��年度 �,���,�����,���,���滞納繰越分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成��年度 ��,���,������,���,���滞納繰越分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞納繰越分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成��年度 ��,���,������,�����,���,���滞納繰越分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成��年度 ��,���,������,���,���滞納繰越分

��,���,����,���,�����,���,���計

���,����,���,����,���,���現年分

平成��年度 ��,���,������,���,���滞納繰越分

��,���,����,���,�����,���,���計

（円）

（件）
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